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定時制工業高校における地理教材の開発
Ａ Development of Teaching Materials on Regional Geography for an Industrial N址htＨ址ｈ School
１。はじめに
教師にとって児童・生徒に興味深く，しかも教育効
果を高めながら授業実践を行うことは日々の課題であ
る
。定時制工業高校における社会科授業の反応は，一
般に専門科目にくらべやや無気力で
，充実した授業を
創造するためには生徒の実態把握を基礎に様々な方策
が考えられる。
高等学校学習指導要領では
，「第１章　総則　第１
款　教育課程編成の
一般方針」の１で「地域や学校の
実態
，課程や学科特色，生徒の心身の発達段階及び
特性等を十分考慮して
，教育課程を編成するものとす
る
。」と述べられ，同章匚第６款　指導計画の作成等
に当って配慮すべき事項
」の６の（2）には「学校の教育
活動全体を通じて
，個々の生徒の特性等の的確な把握
に努め
，その伸長を図り，生徒に適切な各教科・科目
や類型を選択させるように指導すること」同じく（7）で
は
，「学習の遅れがちな生徒，心身に障害のある生徒
などについては
，各教科・科目等の選択，その内容の
取扱いなどについて必要な配慮を行い
，生徒の実態に
即した適切な指導を行うこと
」と記されている。
また
，本稿で提示する地理授業の教材開発について
は
，中学校学習指導要領に啓発される文言があり，地
理的分野の「’２　内容（2）日本とその諸地域　イ身近
な地域
」には「身近な地域における諸事象を取り上げ，
観察や調査などの活動を通して地理的な見方や考え方
の基礎を身につけさせるとともに
，生徒が生活してい
る土地に対する理解と関心を深めさせる（後略）。」と
述べられている。
これらを受けて勤労青年である生徒が
，旦漱的興味・
関心を示すと思われる地理教材を次の２つのテ
マーを
中心に開発した
。筆者が担当したのは３年生の１単位
もので
，教材作成の意図は「地域に根ざした教材」
「国際化の進展に関する教材」である。
①身近な地理
，まちかどに目を向けよう！…神戸市域
とその周辺（１・２学期）
②系統地理
，１つのテーマで世界に目を向けよう！…
住宅，土地問題（３学期）
－53－
伊　藤　善　文
(神戸市立長田工業高等学校)
2｡1990年度の授業実践から
1990年度の教材・資料を提示する。この中でくちょっ
と
一息＞とか＜新聞資料＞と書かれたものは，定期試
験や学校行事などで授業がなくなりクラス間の進度を
調整するためのもので，その扱いはクラスによって軽
重があった。
・資料１　六甲山の成り立ち
・資料２　六甲山の河川と扇状地
・資料３　生田川の付け替えとまちづくり
・資料４　湊川の付け替えとまちづくり－１学期中間試験－
・資料５　＜ちょっと一息＞明石名物「玉子焼き」
・資料６　＜ちょっと一息＞「玉子焼き」の作り方。
お国ことば
・資料７　灘の酒を支える「宮水」
，赤道を越えても
腐らないコウベウォター
・資料８　阪神大水害(1938年一昭和３年）
・資料９　あなたにもできる山くずれの予知，作文
,・資料10　豪雨による災害(1967年・昭和42年）
・資料11　灘五郷くさい水に悲鳴，日本酒度にみる酒
質表
－１学期末試験－
・資料12　＜新聞資料＞イラク，クウェート併合
・資料13　ケミカルシューズエ業・その１，小学校社
会科副読本から
・資料14　ケミカルシューズエ業・その２，生産のし
くみと貸工場
・資料15　ケミカルシューズエ場・その３，『兵庫ゴ
ムエ業史』から
・資料16　ケミカルシューズエ業・その４，在日朝鮮・
韓国の人々
・資料17　＜新聞資料＞海を渡るか自衛隊
－２学期中間試験－
・資料18
・資料19
・資料20
・資料21
・資料22
学校周辺の遺跡
，松野遺跡・神楽遺跡
生涯住みたい明石
，海峡公園都市
明石の工業
，川崎重工明石工場
まぼろしの明石原人稲美野台地のため池，寛政池
・資料23　 稲美野台地の用水，林崎掘割
・資料24　 ＜ちょっと一息＞毎日が冠デー
－２学期末試験－
・資料25　 世界の住宅・土地問題　 その１，韓国①
1989年制定の土地公概念法
・資料26　 ＜緊急資料＞湾岸危機・その１，刻一刻と
迫る悪夢の時
・資料27　 ＜緊急資料＞湾岸危機・その２，各国略史・
現代史
・資料28　 世界の住宅・土地問題　 その２，韓国②
理念より実効を優先，近畿圏の宅地地価下
落くっきり
・資料29　 最高路線価，近畿最高の59.9% 伸び
・資料30　 借地・借家法改正
・資料31　 日本の住宅はウサギ小屋 ？欧米の場合
・資料32　 日本の土地価格，「一物四価」大きな差
・資料33　 先買い権で公有地増，欧米の場合 一神戸の
場合
一学年末試験－
資料の作成には，各種文献・新聞の切り抜き（阪神
大水害の記事は神戸市立中央図書所蔵のマイクロフィ
ルムから）を組み合わせて作成した。資料作成上の留
意点は，①事実を紹介すること，②当時の写真や地図
を用いて，文章を読まなくてもある程度理解できるよ
３、教材開発の一事例（阪神大水害の学習指導案、要約）
うなものにすること，③事実に基づいて地域を考える
資料とすること，であった。学期毎の中心 テーマは，
●　　　　　　　　
１　　●　●　　　　　　１
１学期が六甲山系の特色と神戸市の開発 一環境保全問
題を，２学期がケミカルシューズエ業とその問題点を，
３学期が世界の住宅・土地問題であった。
１学期の六甲山関係では, 1938 年と1967 年の自然災
害がハード面でのまちづくりにどのように生かされて
いるかを考えさせたかった。２学期にケミカルシュー
ズエ業を扱ったのは，本校の周辺が日本最大のケミカ
ルシューズエ業立地地域で，本校生 の多くがこの業界
で働いていることに もよ った。 教材づくりの視点 が
｢まちかどに目を向けよう 冂 と銘打 っている以上，
ケミカルシューズエ業の教材化は避けて通れない問題
であった。ただ，教材の扱いについては慎重にならざ
るをえず，産業構造の実態，地域整備， 将来 の展望，
さらに在日韓国・朝鮮の人々との関わりや過去の歴史
など残された課題は多い。３学期は世界の住宅・土地
問題を扱ったが，生徒の中にはこの問題に全く興味を
示さない者 もいた。その理由は，①内容が難解である
こと，②生徒の生活実態と遊離していると思 われるこ
と，③授業者自身の教材解釈にも問題があったこと，
などであった。ただ，日本の地価や特に神戸市域の地
価を提示するとやや関心をもったように思う。筆者は
1989年に制定された韓国の土地公概念法と日本の土地
基本法の差異について考えさせたかった。
段 階 学 習 活 動 主な発問・呼びかけ 指導上の留意点 資 料
(導入) ・阪神大水害の事実を知る ・六甲山系の特色は何か
・河川の特色は何か
・風化した花崗岩と暗渠
構造の河川にふれる
・新聞資料
・災割 尨兄図
(展開)
問題の設
定
《仮説》
〈検証〉
.･自然災害と環境保全．都市開
発について考える
・六甲山系の住宅地開発は
どのように進んでいるか
・都市開発は防災上安全か
・災害を防ぐための方策は
何か
・碑文 厂常に備えよ」「有
備無恵」とは何か
・砂防ダムの役割は何か
・都市開発の目的は何か
・六甲山系の住宅地開発
は「家^ 山に登る亅 の
観を呈していることに
亠れる
・1％7年の集中豪雨討
にふれる
・土木技術の進歩，砂防
ダムの偐設に気付かせ
る
．『複合機能都市」をめ
ざす神戸にふれる
.　r六甲山の
地理」
・六甲砂防
・神戸市広報
都市開発における防災上の
方策は講じられている訊
まだ不十分である
－水害碑の碑文について考える
・六甲山系の開発と砂防ダムに
ついて考える
・最近の神戸市の開発を知る
(要約) ・環境保全と都市整備を考える ・都市整備の視点は何か ・過去の教XIに立ち返る
ことにふれる
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指導資料例と生徒の作文
水洗
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４。おわりに
授業は教師と生徒の勝負の場である。だが，教師が
一方的に力んでみてもうまくいかない。「興味・関心
をもたせる教材づくり」とは何かを考えてみた。
第一は，対象がユニークか，視点 がユニークか，と
いう「意外性」を取り入れることである。意外な事実
は教材への興味を喚起させ，柔軟な思考を生む要因に
なる。第二に，この意外な事実をどこまで具体的に紹
介 一説明するかという「具体性」である。具体性な事
実を知ることによって地域や事象を捉える目が養われ
る。 そして第三に「意外性」と「具体性」を説明する
厂論理性」である。身近な事実が生まれる経緯や原因
を調べたり，考えたりすることによって事実認識がで
きる。授業には主題がある。主題に向かって＜導入＞
→＜展開＞→＜ まとめ＞ と授業を進め，その中にく 事
実認識＞→＜疑問＞→＜仮説＞→＜検証＞の科学的思
考力を育てたい。
本稿ではこの論理的な枠組が極めて脆弱であり，授
業 の構図を理論的 一実証的に示すことは今後の課題と
したいが，教材づくりで留意・尊重すべきことは授業
後の生徒の「わかった」という一言ではないかと思う。
